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カード発行

・R1-ORCA／R2-ORCAは、弊社ソフトウェア“issuingcard””””を使

用したカード発行システムです。 “issuingcard””””のご利用にはソ

フトウェア使用許諾が必要です。

・日レセデータ（orcaDB）にアクセスするのはR1ORCA.CBLです。

・R1ORCA.CBLはソースの形で提供していますので、自由にカス

タマイズしたり、別プログラムに置き換えてもかまいません。

・日レセのバージョンアップに伴い、DBの構造変更や、DBへのアク

セス方法が変更になった場合も、R1ORCA.CBL（（（（またはまたはまたはまたは、、、、準準準準ずるずるずるずる

ものものものもの））））を修正することで対応可能です。

※cobolプログラムの修正が必要となる場合、オルカサポートセン

ターからorca-announceメールメールメールメールなどで案内があります。
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